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研 究 課 題 ジャグリング時における大脳皮質の活動様式 

報 
 
 
 

告 
 
 
 

の 
 
 
 

概 
 
 
 

要 

研究目的 
 
 

および 
 
 

研究概要 

大脳皮質における前頭前野は連合野からの投射を受け、情報を統合するなどの認

知的機能を担い、大脳皮質の領域の中で最も高次な領域である。我々は、この前

頭前野の情報が随意運動に大きな役割を担っていると着目してきた。本研究では、

前頭前野活性化に大きく寄与するジャグリング時における大脳皮質の活動様式を

明らかにすることを目的とした。 

被験者は、ジャクリング経験者を対象とする。実験課題は、ジャグリングを行わ

せることとする。脳波は、128 チャンネルの電極により頭皮上から記録を行う。

脳波周波数帯域はβ波を検討することとする。 

研 究 
 
 
の 
 
 

結 果 

ジャクリング中の大脳皮質のβ帯域活動をしらべたが、特に前頭前野の活動が活

発であった。 
１２８チャンネルでの記録はノイズが多く、運度中でも記録可能な３２チャンネ

ルで切り替えて実験を遂行した。 
この結果らも明らかになったことは、前頭前野の領域が顕著にβ帯域の電位の割

合が高くなった。また、β帯域の電位は、運動連合野や運動野の活動もたかまっ

た。 

研 究 
 
の 
 

考 察 
・ 

反 省 

ジャクリング中において、前頭前野の働きが活発になった要因として考えられる

ことは、ボウルの位置が微妙にズレルことを前頭前野が総合判断し、意思決定し

ているものと考えられる。 
前頭前野の活性化には、ジャクリングが良い方法の一つと考えられる。 
 
反省点としては、方法を変えたことによる被験者数が少ないことで、今後、例数

を増やしたい。 
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国内外の学会や雑誌に投稿予定である。 

           
    


